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’845年後半にアイルランドではジャガイモの胴枯れ病が発生した。胴枯れ病はアイルラン

ド各地でジャガイモの不作をもたらし、その結果、大飢饅をひきおこした。大飢饅はアイル

ランドの人口を大幅に減少させるなど、アイルランドの社会・経済に大きな影響を与えたが、

その研究はあまり進展してはいない。このことは、大飢饅の地域研究が－部の地域を除いて

（GrantＪ［1986]；Foley,Ｋ［1987]；Hannigan,Ｋ［1992])、ほとんどなされていないことに

反映している。

大飢饅はどのように研究されてきたのだろうか。アイルランド史研究では、イギリス支配

への非難を中心とする民族主義的歴史観が長年にわたって支配的であった。この歴史観にお

いては大飢饅の「悲'惨さ」が強調される。そしてイギリス政府は救済策をとらずに餓死・移

民による人口減少によってアイルランドを無力化したとされる。つまり大飢饅は「天災」で

はなく「人災」なのである。

1956年に出版されたエドワーズとウイリアムズの編による研究は、この民族主義的歴史観

による大飢饅の解釈を修正しようとする試みであった（Edwards,RDandWilliams,ＴＤ

(eds）[1956];○Ｇrada,CIl992])。エドワーズらの研究は大飢饅の経済的分析などは新し

い研究に置き換えられる必要があるものの、政治的背景、医療史的側面、フオークロアなど

は今日においてもその有効性を失っておらず、大飢饅研究のさいの基本書となっている。

また大飢謹の叙述史としてはウッダムスミスの研究が重要である（Woodham-Smith,Ｃ

[1962])。それは、当時の首相Ｊ・ラッセル、大蔵事務次官Ｃ・トレヴェリアンを中心に大

飢鐘を叙述している。アイルランド史研究者はこの研究を大飢饅のドラマティックで感情に

訴える側面を誇張しているという理由から無視あるいは軽視している。

本稿の目的は、エドワーズらの研究とウッダムスミスの研究から、現在までを整理しなが

ら、大飢饅とは何であったのかを明らかにすることである。その全体像を理解するには、

Daly,Ｍ［1986],OGrdda,Ｃ［1989],Donnelly,ＪＳ［1989],Kineally,Ｃ［1994］が有益である。

Ⅱ胴枯れ病の発生

ｌ胴枯れ病

ジャガイモは新大陸からスペインを経由して1590年頃アイルランドにもたらされたといわ

れている（Salaman,ＲＮ［1985])。ジャガイモはオート麦などの穀類の代替物として重要
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となり、穀物栽培に適さない士壌でも栽培可能であった。そのためにとくにアイルランド西

部の士壌の悪い地域では貴重な栽培物となった。後述するように大飢饅の影響がもっとも深

刻であったのは、この西部地域である。アイルランドの最初の農業統計は1847年にとられた

ので､大飢饅直前の農業の状態は推定するしかないが､耕地の約３分の２がジャガイモであっ

たとされている（Crotty,ＲＤ［1966];Bourke,ＲＭＡ［1968];Mokyr,J［1981])。

ジャガイモの胴枯れ病がアイルランドではじめて新聞報道されたのは、1845年９月のこと

であった。アメリカでは43年夏に胴枯れ病がすでに報道されていたが、この胴枯れ病がヨー

ロッパ大陸やイングランドを経由してアイルランドに到達したのである。イングランドでは

45年８月までに胴枯れ病は北部を除く全域にみられるようになった（OGrada,Ｃ［1989])。

イングランドではジャガイモの不作が飢饅に発展しなかった。というのは、イングランドで

はジャガイモが主食ではなかったからである。同様にアイルランドの中流階級以上の家庭で

は、ジャガイモだけでなく、穀類、ミルク、肉も食べられていたので、ジャガイモの不作は

かれらにとっては深刻な問題とはならなかった｡一方､アイルランドの下層階級の食事はジャ

ガイモが中心であり（Crawford,ＥＭ［1989];Clarkson,LAandCrawford,ＥＭ［1988])、

その不作の影響をもっとも被ったのがこの下層階級であった。

1845年の胴枯れ病の発生には地域差があった。被害の程度が大きかった州は、ウォーター

フォード、アントリム、モナハン、クレアーである。また、平均以上の被害を受けたのは、

ダウン、ロスコモン、ゴールウェイの各州と、ダブリン・ミース地域、リムリック・テイペ

ラリー地域であった。

表ｌは大飢饅のときのジャガイモの収穫をみたものである。胴枯れ病が広範囲にわたって

発生したのが1845年10月から１１月であり、そのときまでに「早できのジャガイモ」はすでに

収穫されていたので、1845年の収穫高の減少は44年の３分の１程度であった（ＢＰＰ」846

[735]xxxvii;Bourke,ＲＭ.Ａ［1959-60]汎』

表１ジャガイモの収穫高

作付面積

（１０００エーカー）

1844年2,378

1845年2,516

1846年1,999

1847年284

1848年810

1849年７１９

出典）Daly,Ｍ［1986]，ｐ５６

1エーカー当たり

の収穫高

（625)est

（40)est．

（15)est、

７．２

３．８

５６

収穫高

(１０００トン）

(14,862)est．

(10,063)est．

(2,999)est、

２，０４６

3,077

4,024

ジャガイモの収穫が著しく減少したのは、1846年である。この年の夏は暖かく湿気があり、

この気候が胴枯れ病の発生を容易にしたのである。４７年のジャガイモの収穫高は、大飢謹の

なかで最低のものであった。この事実は、種となるジャガイモの不足、労働力不足、カブな

どの他の作物への転換から説明することができる。ここで注目すべきことは、この年の不作

の原因が胴枯れ病ではなかったことである。したがって、１エーカー当たりの収穫高は高く

なっている。４８年には胴枯れ病が再び発生し、１エーカー当たりの収穫高は47年の約半分の
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水準に減少している。４９年にかんしていえば、ジャガイモの作付面積は48年よりも減少して

いるが、１エーカー当たりの収穫高は増加している。５０年には胴枯れ病は一部の地域では報

告されたが､それはアイルランド全体からみれば無視できるものであった。したがって、ジャ

ガイモの収穫高という点からみれば、大飢饅は49年におわったといえよう。

２ジャガイモの価格

アイルランドの農業従事者の多数は、ジャガイモについては自給自足をしており、市場に

は収穫高の一部が出回るだけであった。ジャガイモの不作の結果、かれらは貨幣を媒介にし

て市場で購買しなければならなかった。以下にみるように、ジャガイモの価格は高騰しその

購買は難しくなった。また、とくに貨幣を獲得する手段をもたない者たちにとっては、ジャ

ガイモの不作は深刻なものとなったのである。

そこでジャガイモの価格をみてみよう。表２はタブリンの中央市場の食料品の1840年の卸

売価格を１００としたものである。

表２大飢鯉におけるアイルランドの農業生産物価格

1845年1846年

９８１３１

１１８１８７

１１８１７５

８８３２３

９２１０５

９２１１７

１２０１２０

１０３１０４

[1986],ｐ５８

1847年

９８

１０７

１１６

２５４

９９

１４９

１２５

１０５

1848年

８７

１９６

１００

２９２

８７

１１５

１２０

１１０

1949年

６６

８３

８５

２１５

７４

８８

１０５

７９

小麦

オート麦

大麦

ジャガイモ

バター

ブタ肉

羊肉

牛肉

出典）ＤａｌＭＭ

ジャガイモの価格は大飢饅のさいに大幅に上昇し、その価格は、４５年の約3.7倍となっている。

ジャガイモを主食としていた下層階級の窮状は想像にかたくない。かれらがジャガイモの代

替食糧として購買したのは、オート麦と大麦である。オート麦の価格は46年と48年に、大麦

の価格は46年に高騰し、この高騰はかれらの窮状に拍車をかけている。小麦、バター、ブタ

肉、羊肉、牛肉の価格はあまり変動していない。下層階級にとって、これらの食糧は高価で

あったために大飢饅以前においても購買することはできなかった。

Ⅲ人ロの減少

１死亡者とその死因

大飢鐘の研究の人口学的側面は比較的に進んでいる（MokyrJ［1986]；Boyle,ＰＰ・andO

Grada,CIl986])。アイルランドの人口は、1841年センサスでは820万人、1851年センサス

では680万人とされる。このセンサスの数値と、大飢饅が存在しなかったとしてのカウン

ター・ファクチュアル・モデルに基づく推定によると、１００万人が死亡したとされている

（Mokyr,Ｌ［1980]；Mokyr,J・［1983]；Boyle,ＰＰ・andOGrada,Ｃ［1986])。また移民による

人口の減少は120万人と計算されている。
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もっとも死亡率が高かったのは、コナクト地方でとくにスライゴー、ゴールウェイ、メイ

ヨーの各州である。反対に死亡率が低かったのは、レンスター地方東部とアルスター地方東

北部の豊かな地域であった（Cousens,ＳＨ［l960b]；［1963])。

つぎに死亡原因についてみてみよう。はたして人々は餓死したのであろうか。死亡者の大

部分は、チフス、回帰熱、赤痢によるものであった（MacArthur,ＷＰ［1956])。1851年の

センサスでは過去１０年間の餓死者の人数を約２万人としているにすぎない。すなわち、死亡

者の多くは、チフス、回帰熱といった伝染病をその死亡原因とし、飢饅を直接の原因として

はいなかった。人々は食糧を得るために、余分な衣服や寝具を売らざるをえず、汚れた衣服

などの交換ができなくなったために、衛生状態が悪化したのであった。また、人々が救済さ

れた救貧院などで容易に病気が伝染していった。

２移民

つぎに人口の減少の第２の要因として移民をみてみよう。1845年から55年にかけて150万

人のアイルランド人が移民したが、５１年以前の移民者数は120万人と推定されている

（MacDonagh,Ｏ［1956]］；Cousens,ＳＨ［l960a]；Cousens,ＳＨ［1961]；MacDonagh,Ｏ

[1976];Fitzpatrick,DIl984])。

大飢饅以前においても移民はアイルランド社会に一般的にみられた現象であった。だが、

大飢饅の時期における移民は、それ以前と比較するとつぎの４点において異なっている。第

１は、貧困者の全体に占める割合が高かったことである。だが、貧困者のなかでも、その底

辺層に位置する人々が大飢饅の犠牲となり、移民することはなかった。第２は、家族で移民

する者の割合が高かった。第３は、貧困なアイルランド西部や南西部からの移民の割合が上

昇したことである。また、この傾向は現在においてもつづいている。これにたいし、1845年

以前は、レンスター地方やアルスター地方といった豊かな地域からの移民の割合が高かった。

第４は、渡航中の船上での移民の死亡率が高かったことである。じっさい、船上での死亡率

が50パーセントを越える場合もあり、死者の多くは伝染病に感染していたのである。

アメリカおよびカナダへの移民については、Adam,WFIl932]、Keep,ＧＲ［1951]、

Schrier,Ａ［1958]、OGrdda,Ｃ［1983]、Glazier,LandTepper,Ｍ［1983-86]、Miller,Ｋ

[1985]、Houston,ＣＪａｎｄＳｍｙｔｈ,ＷＪ．［1988]、Keegan,Ｇ［1991］の研究がある。イギリ

スへの移民については、Werly,ＪＭ［1972-3]、Lees,Ｌ［1979]、Barber,Ｓ［1982]、Finne

gan,Ｆ［1982]、Swift,Ｒ［1987]、Swift,RandGilley,Ｓ［1989]、本多三郎［1981]、斎藤英

里[1985]、斎藤英里[1990］が参考となる。

Ⅳイギリス政府の救済策

つぎにイギリス政府の大飢饅にたいする対応を具体的にみてみよう。前述したように、民

族主義的歴史観ではイギリス政府のとった政策は批判された。たとえば、１９世紀のアイルラ

ンド・ナショナリスト、Ｊ・ミッチェルは、「神がジャガイモの胴枯れ病をわれわれに与え

たが、イングランド人が飢謹をつくりだした」と述べている。

大飢饅の救済にあたったのは、Ｒ・ビールの保守党政府（1841-46年)、つづいてＪ・ラッ

セルの自由党政府（1846-52年）であった。イギリス首相が救済の最高責任者であったこと
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はいうまでもないが、救済の内容の決定にかんして大きな影響力をもっていたのがイギリス

大蔵省であった。1846年から47年にかけてのイギリスの金融恐'慌による財政の悪化はその発

言の重要性を高めている。

大蔵省のなかでも大飢饅の当時に事務次官の地位にあったＣ・トレヴァリアンの個人的見

解が、イギリス政府の救済策に大きく反映した。トレヴァリアンはレッセ・フェール（自由

放任主義）の信奉者であり、そしてアイルランドの救済はアイルランドみずからおこなうも

のであると考えていた（Trevelyan,Ｃ［1848]；Ｈart,J［1960]；Bourke,Ｐ・ＭＡ［1993])。そ

こで、かれは、1838年にアイルランドに導入された救貧法を基礎にした救済策をとろうとし、

できるかぎり政府の介入を排除しようとした。

イギリス政府の救済策は、1845年11月から46年６月、４６年７月から47年４月、４７年５月か

ら同年９月、４７年１０月以降、の４つの時期に分類することができる（O'Neill,ＴＰＩ1956]；

DonnellylS［1989];Kineally,Ｃ［1984])。

11845年11月から46年６月

イギリス首相ビール（保守党）は、アイルランドのジャガイモの不作の報告を受けると、

ジャガイモに代わる食糧としてトウモロコシ粉の緊急輸入を決定した（O,RourkeJ［1902])。

1845年11月に、ビールは１００万人の１ケ月分の食糧となる量のトウモロコシ粉をアメリカか

ら購入することをロンドンの商人に命じた。購入されたトウモロコシ粉は、アイルランド各

地に設けられた食糧の貯蔵所で原価で販売されている。ここで注目すべきことは、ビールの

目的が、地方の商人が穀物価格を不当に上昇させることを防ぐことにあり、食糧を無料で配

給することではなかったことである。４６年７月に、保守党に代わってラッセルを党首とする

自由党が政権を獲得すると、ビールの政策は継続されなかった。

ここで大飢饅中の、アイルランドからの穀物輸出の問題にふれておこう（BourkeFM

A［1993])。アイルランドは「世界の工場」となったイギリスに穀物を輸出していた。大飢

饅のときでさえも穀物輸出は継続され、このことは民族主義的歴史観において批判の対象と

されている。表３は大飢饅の期間のアイルランドからの穀物の輸出入を示したものである。

表31844年から48年の穀物の輸出入

（単位は１０００トン）

輸出輸入

１８４４４２４３０＋３９４

１８４５５１３２８＋４８５

１８４６２８４１９７＋８７

１８４７１４６８８９－７４３

１８４８３１４４３９－１２５

出典）OGrada,Ｃ［1989],ｐ６２

この表３からわかるように、大飢饅のさいにアイルランドからの穀物輸出はおこなわれてい

たが、1847年にアイルランドは穀物の輸出国から輸入国に転換した。４６年の穀物輸出は約２８

万トンで、これは１００万トンのジャガイモに相当する。表ｌで示したように、４６年のジャガ

イモの不作は１０００万トンに及んでいるので、たとえ穀物輸出がおこなわれなくとも、食糧の

絶対量は不足していたのである。しかし、穀物輸出が禁止されれば飢饅の窮状は多少なりと
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()緩和されたであろう。

21846年７月から47年４Ⅱ

新しく政権についたラッセルの自由党政府は、トウモロコシ粉の輸入政策を中止した。こ

の中止の背景には、市場の需要と供給のメカニズムに絶対の信頼を置くレセ・フェールが

あった。つまり、穀物が不足すれば穀物価格が上昇し、政府の介入なしに市場に穀物が供給

されると考えられたのである。ビールがおこなったような政府による穀物輸入は、この市場

メカニズムを破壊すると考えられた（Taylor,AJIl972];Rashid,Ｓ［1980])。

そこで自由党政府は、穀物輸入の代替策として道路建設などの公共事業を通じて人々の救

済を図った。公共事業による救済は、アイルランドにおける伝統的な救済手段のひとつであ

り、これを担当したのが、1831年に設立された建設省（BoardofWorks）であった（Griffith，

ＡＲ［1970])。政府は|木1窮者を雇用しかれらに賃金を与えることによって救済しようとした。

雇用された人数が最大であったのは、1847年３月であり、およそ75万人が雇用されている（O

Grada,Ｃ［1989])。しかし、この救済策は機能しなかった。というのは、賃金を支払うべき

建設省が財政的に破綻したことと、そして急騰する食糧価格に賃金が追い付かず、雇用され

た人々が満足に食糧を購入することができなかったからである。

31847年５月から９月

公共事業による救済が困難であることを理解したイギリス政府の政策は、貧困者に無料で

スープを支給することにした。この賃金は救貧税、慈善、政府援助によってまかなわれた。

表４給食施設法によって救済された人数、1847年５月から９月

救済された人数

５月８日944,372

６月５日2,729,684

７月３日3,020,712

７月３１日2,520,376

８月28日1,105,800

９月１１日505,984

出典）DonnellyJS［1989],ｐ３０９より作成。

表４からわかるように、1847年７月３日にはアイルランド全土で１日にスープを支給された

人数が300万人にも達している。スープによる救済は機能したようにみえたが、このような

形の救済はレセ・フェールを志向する政府としては許容できるものではなかった。この救済

策は９月をもって中止された。

41847年１０月以降

イギリス政府は穀物輸入、公共事業の拡大、スープの支給などの特別措置によってアイル

ランドの窮状を救済しようとした。しかしながら、イギリス政府はこのような特別措置の恒

久化を恐れ、アイルランドの救済はアイルランド白身がおこなうべきである、という原則を

確立しようとした。そのために、イギリス政府は前述したような救済を中止し救貧法による
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救済に切り替えた。

アイルランド救貧法は、1834年にイングランドで導入された新救貧法をモデルとし、貧困

者を救貧院に収容し救済するというものであった。したがって、救貧院以外での救済は原則

的におこなわれなかった。アイルランドの救貧法については、Nicholls,Ｇ［1856]、Hiller，

Ｈ［1942]、McGrath,Ｂ［1965]、Conway,ＴＧ［1969]、Conway,ＴＧ［1971]、Kelly,ＳＰ．

[1972]、Feingold,ＷＬ［1974]、Ｏ，Brien,Ｇ［1980]、Ｏ'Brien,Ｇ［1982]、Kineally,Ｃ［1984]、

O'Brien,Ｇ［l985a]、０，Brien,Ｇ［l985b]、Kineally,Ｃ［l986a]、Burke,Ｈ［1987]、Kineal-

ly,Ｃ［1992]、などの研究があろ。大飢饅と救貧法については、Ｏ'Neill,TPIl958]、Mur‐

phy,Ｉ［1979]、Kineally,Ｃ［1986b]、Foley,Ｋ［1987]、Grant,J［1990］が参考となる。

救貧法による救済も機能はしなかった。大飢饅による貧困者の増大は救貧院の収容能力を

はるかに越えたものとなり、救貧院以外でも救済しなければならなかったのである。たとえ

ば、1849年７月には20万人が救貧院に収容され、８０万人が院外で救済された。また、救済者

の人数を削減させるために４分の１エーカー以上の土地をもつテナントは救済の対象から除

外されている。そうこうするうちに1850年代に入ると、ジャガイモの収穫が回復し、アイル

ランドの人口が移民や死亡などで激減し、イギリスはもはや救済策をとる必要がなくなった

のである。

以上がイギリス政府のとった救済措置であるが、イギリス政府が大飢饅の救済に費やした

費用は、主としてローンという形で約１０００万ポンドに及んだ。だが、この額は当時の連合王

国の国民総生産のわずか０３パーセントにすぎず、1854年から56年に戦われたクリミア戦争

の費用の20パーセントであった（MokyrJ.［1983])。この額が多いのか、少ないのかは議論

の分かれるところであろう。ちなみにアイルランド自身も救貧税の徴収により700万ポンド

を投入している。

ここで慈善団体による救済についてもふれておこう。大飢饅のさいに救済をおこなった慈

善団体の代表的なものは、フレンド教会（SocietyofFriendsll847]；SocietyofFriends．

[1852]；ＨｏｌｔＪＭ［1967]）と「イギリス救済協会」であった。後者はイングランドの富裕な

ビジネスマンと商人たちによって設立された（Kineally,Ｃ［1994])。この２つの組織の救済

の形式は、現金ではなく食物、衣服、燃料を提供するというものであった。これらの慈善団

体は充分な寄付を集めることができなかった。というのは、イギリス人の間に、アイルラン

ドには救貧法が導入されたのであるから、その救済は救貧法によるべきであるという考えや、

反カトリックの感情などが存在していたからである（ONeill,ＴＰ［1968])。なお、イギリ

ス人の大飢饅についての見方にかんしては、『パンチ』を分析したCray,PIl993］が参考

となる。

Ｖ結び

最後に大飢饅がその後のアイルランド社会・経済にどのような影響を与えたのか、をみて

みよう。大飢饅の影響の解釈としては、それを重視する立場と軽視する立場がある。つまり、

前者では１９世紀のアイルランド社会・経済の、大飢饅による「断絶性」を強調し、それとは

逆に軽視する立場では「連続性」を強調するのである。ここでは、大飢饅による「断続性」

を主張する立場にたって、１９世紀のアイルランド社会・経済の変化を指摘しておこう。
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第１に、大飢饅は人口の減少をひきおこしたが、アイルランドの人口は19世紀末まで減少

しつづけた。また、男子農業労働者の人口の減少が著しく、1845年の120万人から、５１年に

は90万人、６１年には70万人と減少している（Fitzpatrick,DIl980])。800万人を越えた大飢

饅直前の人口に回復することは現在までもない。

第２は、アイルランドの農業が穀物農業から牧畜・畜産業に転換したことである。大飢饅

以前の農業生産は、穀物生産が全体の３分の２を占めていたが、1854年には牧畜・畜産業が

半分に達している（OGrada,Ｃ［1993];OGrdda,Ｃ［1994］；本多三郎［1984］；石井光次郎

［1985］；松尾太郎［1987])。

第３に、アイルランドのナショナリストたちが、大飢饅をアイルランド独立の理由のひと

つとして主張するようになった。つまり、かれらはアイルランドが自らの政府をもっていた

ならば大飢鐘は防げた、と宣伝したのである（Takagami,SIl990])。

第４は、アイルランド語が衰退したことである。1845年以前にアイルランド語はすでに衰

退していた。しかし、大飢饒により死亡・移民した人々の多数がアイルランド語を日常語と

していたので、1851年のアイリッシュ・スピーカーは200万人以下となったのである

（Fitzgerald,Ｇ［1984])。

ジャガイモの不作はアイルランドの下層階級にとって深刻なものとなったが、中流階級以

上が飢えに陥ったということはなかった。大飢饅は当時のイギリスのアイルランド支配のあ

り方だけではなく、アイルランド社会の貧富の差などさまざまな問題を提起している。１９９５

年は大飢饅の150周年にあたりアイルランド各地で記念事業がおこなわれる予定があり、大

飢饅の研究が進展するであろう。
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